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   立憲主義といふもの                    令和 5年 4月 30日 

 

                憲法学会会員、弁護士  南出喜久治 

 

 立憲主義といふ憲法学上の概念は、あいまいで明確なものがありません。しかし、その

国語的解釈からしても、少なくとも、憲法に基づいて政治を行ふといふ意味において共通

してゐる筈です。 

 安倍内閣の下で平成 27年に成立した、いはゆる平和安全法制関連 2法については、特別

委員会の総審査時間は、衆議院が 116 時間 30 分、参議院が 100 時間 8 分の合計 216 時間

38 分も費やされたにもかかはらず、この法案の成立後においても、これは立憲主義違反で

あり、廃止すべきであると野党は強く主張しました。しかし、その前提となつてゐる自衛

隊が違憲であり、自衛隊の存在は憲法違反であり立憲主義に違反するといふ主張を完全に

封印したまま、平和安全法制関連 2 法だけを立憲主義に違反するといふ偏頗な主張が展開

されてきました。 

 しかし、もし、これが立憲主義違反であれば、占領下で GHQ 草案を翻訳する作業を行つ

ただけで、一度も国民投票を行はず、帝國憲法の改正案の是非を問ふ衆議院の解散総選挙

も行はずに成立したとする日本国憲法と詐称する占領憲法は、凄まじい意味での立憲主義

違反のはずですが、これまでほとんどの政党はこのことを指摘しませんでした。ただ、皮

肉なことに、日本共産党だけがそのことを指摘して帝國憲法の改正に反対しましたが、い

まはその見る影もなく、占領憲法を二段階革命論の手段として容認し、完全に変節してゐ

る始末です。 

 また、メディアが行つてきた憲法に関するアンケートでも、日本国憲法は立憲主義に違

反してゐると思ひますか、とか、占領憲法が憲法として有効と思ひますか、といふ質問項

目を一切設けずに、占領憲法が憲法として有効であることを大前提として、改正する必要

があるか否かといふ誤つた世論誘導と洗脳が続いてゐます。 

 つまり、立憲主義といふ言葉は、我田引水のためにダブルスタンタードにより洗脳用語

として用ゐられてゐるのです。 

 国際情勢が急変してゐる状況のなかで、この岩盤的な呪縛から解放されなければ、我が

国は将来を切り拓くことはできないのです。 


